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眼精疲労と診断された20名20眼 (20~35歳， 26.1 :t 4.8歳 :VDT 作業者12名，頭頚部外傷後症例 7 名，その他 1 名)






(dark focus of accommodation，以下 DF とする)を解析に用いた。測定は視標照明灯を消灯して行い，測定時間は
100秒とした。
調節遠点を注視した状態で100秒間に測定された 1 ， 250の瞳孔面積値から瞬目部分の値を除いたものについて， SAS 
(release6 .04) を用いて瞳孔運動波形を作成した。眼精疲労症例では対照に比較して瞳孔動揺が大きく，振幅の大きい
持続の長い波が認められた。この波形の特徴を定量的に表現するパラメータとして，瞳孔面積変動係数(変動係数=
SD/Mean x 100) と，持続 l 秒を越える波の出現回数を求めた。眼精疲労群と対照群の瞳孔面積変動係数は， 9.22 :::t 5.14
および3.44 :::t1. 60 (Mean士 SD，単位%)となり，眼精疲労群において有意に増大していた (p<O.OOl)。眼精疲労症
例においては，全例に持続 I 秒を越える波が見られたが，対照例では 4 例のみであった。また，眼精疲労群と対照群
の平均瞳孔面積は， 29.2 :::t 9.6および3'7 .9 士 6.'7 (Mean士 SD，単位 111111 2)となり，眼精疲労群において有意に縮瞳し
ていた (p<O.Ol)。
暗視野にて 100秒間屈折度を連続測定し，測定が安定する後半60秒間に得られた750の屈折度を用いて DF を算出し
た。その計算式は， (DF=調節遠点注視時における平均屈折度一暗視野における平均屈折度)とした。 DF の Mean土
SD は，眼精疲労群: 1.05:tO.94 (Diopter) ，対照群: 0.34:t 0.18 (Diopter) となり，眼精疲労群で有意に増大(二近
方偏位)していた (p く 0.01) 。しかし， DF と瞳孔面積変動係数について， Pearson の相関係数を求めると， rニ 0.27(p こ




















越える波の出現回数を求めた。眼精疲労群と対照群の瞳孔面積変動係数は， 9.22:t5.14 (%)および3.44 :::t1. 60 (%) 
となり，眼精疲労群において有意に増大していた (p<O.OOl) 。眼精疲労症例においては，全例に持続 1 秒を越える波
が見られたが，対照例では 4 例のみであった。また，眼精疲労群と対照群の平均瞳孔面積は， 29.2:t9.6 (111m 2 ) およ
び37.9 士 6.7 (mm2 ) となり，眼精疲労群において有意に縮瞳していた (p<O.Ol) 。以上のことから，眼精疲労症例で
は瞳孔支配の自律神経系が副交感神経優位となり，機能障害を引き起こすものと推測された。一方眼精疲労群と対照
群の DF は， 1.05 土 0.94 (D) および0.34 :::t O.18 (D) となり，眼精疲労群で有意に増大(=近方偏位)しており (p<
0.01) ，調節支配の自律神経系もまた副交感神経優位となっているものと推測された。しかし， DF と瞳孔面積変動係
-214-
数について相関係数を求めると， r=0.27 (p 二 0.09) となり，有意の相関はなかった。このことから，瞳孔系変化は調
節系変化による二次的なものではないと判断された。
以上のことから，眼精疲労症例の症状発現に，瞳孔系および調節系支配の自律神経バランスの異常が関与している
可能性が明らかとなった。以上の新知見は，眼精疲労の病態を知る上で有用であり，学位論文に値する。
